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社会科教育研究グループ＊＊
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伝統工業の展開案とその実践記録とをまとめた

ことにある。本年度はこれを受けて，実践後の
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１研究のねらい

昨年につづいてわれわれは，「日本の工業に

おける伝統工業のカリキュラム構成と評価」の

研究に取り組んできた。昨年度の研究内容を要

約すると，伝統工業の定義づけ，単元11時間の
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(1)カリキュラムの評価（現状と試み）

カリキュラム（単元構成）の適否は，従来授

業設計の段階で検討されてきた。また授業実施

後においても，漠然とその成否が語られるのが

普通であった。ところで授業の評価はこれまで

カリキュラム構成の長いサイクルの中から，１

時限を抽出，授業研究と称して実践し，いろい

ろな角度から分析するのが常道である。したが

ってカリキュラムそのものを評価するといった
（１）

『Ｉは，前報でも述べたようにこれまでほとん，

どなかったといってよいであろう。

単元という長いサイクルの構成においては，

教材の内容やその配列に加え，資料や教授手法

の選択，学習者の地域性等が現実には複雑にか

らんでくる。そうした事情とあわせてカリキュ

ラムそのものを評価することは大変困難なもの

となる。

このような現実をふまえてわれわれは「伝統

工業」のカリキュラム構成を実施した。そして

ここに指導案およびカリキュラムがある程度一

般化され，普遍化されて使用されうるものであ

るかどうか，それは単に授業者の主観や学習後

の児童のノート１回のペーパーテストなどに

よって漠然と評価するのでなく，客観的に評価

されたものでなくてはならないと考えるもので

ある。かような前提のもとに，このカリキュラ

ム構成の評価に挑んだ。そして，われわれは評

価を客観的ならしめるため，知識・理解面から

だけではなく，態度，能力面，さらに児童の情

意の面からもその評価を試みたのである。この

ことが本年度研究のねらいである。

(2)評価の観点

通常教育の場で評価を考える時は，それは児

童の能力・成績・性格・効果などを観察，測定

して，これを評定することを意味している１こ
二でわれわれが意図したものは，もっと広く教

育活動全体を対象としたものと考える。これを

図示すると次のようになる。

このうち，われわれは前年度の研究(その１）

で①から④まで実施したので，本年度は⑤から

① ② ③

単元目標の設定 事前評価 基本指導計画

④ ⑤⑥

学習指導の立案 指導計画(カリ

⑦ ⑧

の修正H季蕾癩rH-評iii二
⑧までを研究の対象とした。

(3)目標の修正

昨年度，われわれは伝統工業の単元の目標を

次のように設定した。

．「伝統的な技術を生かした工業であり，人々

が原料，土地条件を生かして生産しているこ

とを理解させるq」

.「生産の工夫や技術の保存を図るための努力

が行われていることを理解させるq」

しかし，その後，教材の研究を深め，授業を

展開するにつれて，次の点も重視しなければな

らないことに気づき，目標に追加した。すなわ

ち、一つは大量生産との比較であり，今１つは

風土に生きる伝統工業を強く意識して理解させ

ることの２点である。

このように修正したのは，指導要領がどうし

て今，この時点で従来あまり世間から重視され

ているとは思われない伝統工業を持ち出して来

たのかを検討した結果による。思うに，従来の

学習においては近代工業のはなばなしい面を学，

習し，日本の近代化や経済的発展を躯歌してき

た。その反作用として公害が問題となり，伝統

的生産技術保持者が減少し，後継者にかげりが

見えてきた。近代的花形産業にも陰影が潜んで

くる。このような社会情勢を背景に伝統工業が

登場してきたと考えたからである。

２研究方法と手順

(1)評価問題とその意図

①知識・理解面の評価

知識・理解面の評価では，単元の要素概念を

洗い出し，下記のような問題を作成した。事前

と事後にこの調査を行い，各要素概念の把握が
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どう変容したかを調べることにした。これは，

事前と事後の変容の様子を比較し，カリキュラ

ムがどういう要素面で有効かを明らかにするた

めである。

表１

図１石川県の伝統産業で知っている

ものの位置と名称を書きなさい。

Ⅶ

◎下のＡＢＣのことがらと関係があると思う右

のことに○，関係がないと思うことに×，どち

らともいえないと思うことに△を（）の中に書き入

れましょう。

。○をつけた中で，左のことがらと結びつきが

強いと思うものから順番に１，２，３．…と番号を

つけなさい。

◎先生の指示にしたがって書きましょう。

ﾋﾞﾄﾞﾐﾆﾃﾞ

く
く
く
く
く

)昔から伝えられた技術によ
り作られるから。

)毎日の生活で使いやすいか
ら。

)石川県でしか作られないか
ら。

)職人が満足できるまで作り
なおすから。

)製品一つ一つの形や色がち
がうから。

)見て美しいから。

)伝統工業をさかんにするた
めだから。

)冬は外での仕事ができなか
ったから。

)原料が近くでとれるから。

)外国への輸出が多いから。

)技術が親から子，子から孫
へと伝えられたから。

)交通の便がよかったから。

)かんたんに技術が身につく
から。

)昔から行商をして製品を売
ってきたから。

)消費地の近くで発達した。

)数人で仕事をしている。

)外国から技術をとり入れる。

)分業である。

)職人の製品に対する満足感
がある。

)芸術品としてあつかわれる
ことが多い。

)大量生産である。

Ａ・伝統工業でつ
くられる製品
が大切にされ
ているのは，

(第一次の１時）
この産業について，どんなことを調べ
たいですか。下の同に書いて下さい。

表２

問１

Ｉ
Ｉ

Ｂ・伝統工業が昔
から今まで続
いているのは

（

Ｉ
く
く

ｌ
く

(第二次の５時）

この産業の生産は，今後どうなってい

くと`思いますか。また，そのわけも下

の亡コに書いて下さい。

表３

問２
（

Ｃ、伝統工業にみ
られる特徴は

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
く
く
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表４②態度・能力面の評価

態度・能力面の評価では，受け身でなく積極

的に学習に取り組む姿勢，および身についた知

識を発展的に活用していく力を重視し，評価の

対象とした。態度・能力は螺旋的に積み重ねら

れていく面が強く，単元固有の態度・能力は見

つけにくい。そこをあえて，「伝統工業」の単

元を通じて養う力として，積極的姿勢と発展的

活用力とをかかげてみた。

③情意面の評価

情意面の評価では，児童の「伝統工業」に対

するイメージが，授業によってどう変化するか

を調べ，カリキュラムの妥当性に迫ろうと考え

だ。従来カリキュラムが妥当かどうかは，どう

学習内容を理解させ，どんな能力を育てるかで

語られてきた。しかし，そこで学んだ児童が，

どのような心情のゆさぶりをとおして知識や能

力を身につけたかも，カリキュラム評価として

大切だと考えた。

そこで，ここではＳＤ法を用いた。相反する

感`情用語を左右に置き，個人および学級全体の

感`情を定量的に分析しようと試みた。事前，事

中，事後にこの評価を行い，児童の心情がどの

ようにゆれ動くかを見ようとしたのである。従

来この方法は，歴史学習の人物や時代について

用いられてきたが，地理的分野でも有効だと考

えた。ただし用語には，感`情用語でないものも

含まれている。

(2)比較検討のための授業過程

①九谷焼中心と輪島塗中心の授業を比較して

石川県は伝統工業に富む地域であるが，金沢

市の児童を対象にして伝統工業の学習を展開す

る場合，教材として活用できるものとしては，

次のような伝統工業が考えられるであろう。

輪島塗・田鶴浜建具・加賀友禅・金沢箔・九

谷焼・山中漆器

これらの中で，われわれは九谷焼と輪島塗と

を教材として取り上げた。そのわけは次の諸点

にある。すなわち両者ともに，製品が児童の身

[二二二二コに対して
とやいど

えち
てなら

いと

やと

て

２ １ 0 １ ２

Ａ、おもしろい つまらない

Ｂ、いきいきした しずんだ

心配な

かわいそうな

Ｃ・安心できる

Ｄ、しあわせな

Ｅ、ふくざつな

Ｆ・らくな

Ｇ、あたたかい

Ｈ・楽しい

Ｉ、豊かな

かんたんな

ひどい

つめたし、

苦しい

まずしし、

暗い

きらいな

Ｊ・明るい

Ｋ・すきな

Ｌ、のんびりした

Ｍ、進んだ

Ｎ、かっこいい

せわしい

おくオした

みじめな

Ｏ、すばらし(，

Ｐ・美しＩ，

がっかり

きたない

戸司には九谷焼または輪島縦と

記入する。

近に存在し，つねにふれることができる。また，
九谷焼は金沢市にも工場があり，見学が可能で

ある。輪島塗は，輪島市における朝市，千枚田
波の花，くれない九などとともに，その風土に

対する児童の興味関心が強いものである。

学習展開のうえで九谷焼中心のＡ型と輪島塗

中心のＢ型の授業型を設けた。なお，この２つ
の型については，次のような配慮をした。

・Ａ型は工場見学や取材活動を中心にすえた。

対象として，野町校下の利岡光仙工場を利

用した。
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・Ｂ型は資料収集の活動を中心にすえた。活

用した資料は、輪島塗漆器組合資料，『子

ども石川県史美術工芸品編』、『石)Ilの地
理』，『わたしたちの石川』，百科事典な

どである。

・Ｂ型では，単なる輪島塗漆器に関する資料

の収集という観点だけではなく，輪島市の

風土にまで接点を見い出せる資料の収集を

も意図した。

・Ａ型・Ｂ型のいずれも，児童が家庭から持

ち寄れる日用品から，写真集や美術館で見

られる美術工芸品に至るまで，児童が身近

に接する場を設けるよう配慮した。

・両者ともに映画を活用することにより，そ

れぞれの工業のイメージを高めたり，資料

や工場見学においては得られない細部のよ

うすにも，眼が向けられるようにした。

・伝統工業の特色をうきぼりにするため，近

代工業との比較を取り入れた展開を両者と

もに行った。

②九焼焼中心の学習展開（Ａ型）

金沢市立野町小学校

目標

・伝統的な技術を生かした工業があり，人々

が原料，土地条件を生かして生産している

ことを理解させる。

・生産の工夫や技術の保存を図るための努力

が行われていることを理解させる。

学習計画総時数11時限

第１次オリエンテーション･……………２時限

第２次九谷焼……………………･…６時限と課外

第３次輪島塗…．.………………………･…･…２時限

第４次まとめ………………………………･…１時限

石川県の代表的な九谷焼と輪島塗を例に
伝統工業について学習しよう。どんなこ
とを学習したいか，問題をつくり，学習
計画をたてよう。
1．九谷焼はどういうねうちがあるのか。
２．九谷焼はどのように伝わってきたのか。
３．働いている人の気持ちは。
４．九谷焼はどうして大量生産しないのか。
５．九谷焼は今後どうなっていくのか。

１
●

２

九谷焼（６時限と課外）第２次

<九谷焼はどういうねうちがあるのか｡〉

３

<淫溌騨鯛長め蝋〉

く鰐lね鞠鮴亨夢をもとに｡九分

４

５

<j塞肝篝雑言≦ろ聯には，
・近代工業の方がねうちがある。
・九谷焼の方がねうちがある。
・同じくらいのねうちがある。
・各々，別々のねうちがある。

どん〉

玄就_Ｌ栗の霧と節にはと

白川県輪島塗、九名
全国焼き物､漆器、

ロ

ねi圀自

九谷焼は，長い間うけつがれてきた手づ
くりの技術という，近代工業にはみられ
ない伝統工業特有のすばらしいねうちが
あるといえる。

６

↓

｜’

工程
手づくりである
ろくろの技術
上絵の工夫
公害をださない

◎

。

働く人
真剣そのものである
心をこめている ｡

｡

つくるよろこびが感じられる
完成した時の満足感がある ◎

０

九谷焼は思っていた以上にねうちがある
が，今まで学習してきた近代工業とは，
いろいろな面でちがいがみられる。

歴史
人々の長い間の勢
力がある 。

名高い陶工がたく
さん出ている 。

。

一
」

。
。
ｌ
Ⅳ
▽

い
い
切

る
し
高
大
・

あ
美
が
が
る

が
が
ん
人
い

ち
品
だ
の
て

、
７

ね
製
ね
家
し

●
●
●

九谷焼はねうちがあるとされているが，
製品からだけでは，ほんとうのねうちは
つかめない。

ねうちがない。
●

●

美しさがわから
ない。
ねだんが高すぎ
る ◎

第１次オリエンテーション（２時限）

昔から伝えられてきた工業で、現在も生
産され，美術的・工芸的な製品が多い。
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<鑿騨辮蝋〉
・製品の種類と生産地はどうか。
・いつごろ，だれが，どこで始めたのか。
．どのようにして作られるか。工場と生産。
・生産額，送り先はどうか。
.成りたつ条件，なぜその地域でさかえたか。
・問題点はないか。
・近代工業と比べてその特色はどうか。

１

第２次輪島塗（７時限と課外）

偉罠鰔蟹二毛歳雑雪季めの資料〉
輪島塗の製品にはどんなものがあり、ど
のようにして作られるか，おわんを例に
しらべよう。
･おわん，はし，お盆，額，机，ついたて
･映画「輪島塗」
原料・材料，工程一おわん作り

４
．
５

仕事が分業化され，多くの工程を経て，
製品をじょうぶで美しいものにしあげる。

鶴雛騨鰯饗診９
．
ｍ

およそ600年前，技術が伝えられ，江戸
時代には藩の保護により盛んになった。６

生産が伸び輸出も多い。輪島塗の生産を
支えているのは年寄りや婦人が多い。

<嚇琴誇二幽芦からさかえてきた〉
･成立条件
地形（中国大陸との
交流・辺境の地．海
岸くり）
気候（高温多湿．快
晴が１年に30日．雪
国）
風土・産業（産業が
少ない.農業規模が
小さい）
原料・材料（桜・樺
漆・地の粉）
市場（行商により全
技術（地の粉の使用
や蒔絵技術の伝来に
労働力（周辺農漁家
働き手あり・徒弟制
市圏）
頼母子（椀講・塗師
輸送（行商・大量注

・存続条件
生産（徒弟制の確立
による技術伝承・工
芸品化・分業による
能率化・中国塗の輸
入・後継者養成）
消費（戦前は農村地
主層や旅館へ．戦後
は観光土産としてデ
パートなどへ）
朴などの原木，能登

的に.注文生産）
丈夫・沈金術の創始
り美しい）
２男３男などたえず
よる技術者養成・朝

による注文販売）
には和船）

③輪島塗中心の学習展開（Ｂ型）

金沢市立馬場小学校

学習計画総時数11時限

学１次オリエンテーション…………１時限

第２次輪島塗……･……･･………７時限と課外

第３次九谷焼･･･…………………２時限と課外

第４次まとめ(伝統工業の特色)･…１時限 ）朴な

国的|こ
で丈夫
より美
の２男
による

屋によ
文には

７玄統｣-栗の製f耐にはと

日川県輪島塗・九名
全国焼き物・漆器

原料と材料・自然（地形・気候）・技術
努力やくふうなど。

｜’

｜’

九谷焼はすばらしいねうちがあるが，問
題点はないのだろう力。

｡

７

<九谷焼にはどんな問題点があるのか｡〉
．若い人が後をついでくれない。
●

〈
●

●

●

大量生産をしている
窯の変化
ハン，

，

◎

自動ガス窯，半自動成型機，
転写などの技術の工夫。

九谷焼は大量
しない方がよ
大量牛産し
なくな焼

で
き
を

谷
い
く
産

九
な
た
生

九

な
た

っ
を
ほ
ん
し

て

存

た
し
続

しい

生
い
の
ま
き

｡

産をした方がよいのか，の

か゜ 〉
では，伝統工業のねうちが
、

フせ 。

るためにも ， 大量止産し

の人に買ってもらうために、大量
た方がよい｡

８

ていくだろうか｡＞
九谷焼は，今後も

つ
る

な
あ

◎つぶれてしまう

う
が
。
ら
谷
て

ど
ち
う
た
九
つ

は
う
ろ
い
つ
く

焼
ね
だ
て
も
つ

谷
い
く
し
を
を

九
し
い
産
史
品

，
ら
て
生
歴
製

後
ぱ
い
量
い
い

今
す
続
大
長
し

く

つ九谷焼はいつまでもすばら

●
●
●

くっていってほしい。

第３次輪島塗（２時限）

９
●

1０

島塗は九谷焼とどんなところがにてい
だろう 。

〉

輪島塗も九谷焼と同じように，伝統工業
としてのねうちや問題点を持っている。

第４次まとめ（１時限）

1１
<伝統工業を近代工業と比べてまとめよう。〉

略

第１次オリエンテーション（１時限）

昔から伝えられてきた工業で，現在も生
産され，美術的・工芸的な製品が多い。




























